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大規模整備実証事業の進捗状況について（３月３日時点） 

◇３月３日現在、先行して凍結を開始する山側については１，２４０本（９８．１％）完了。 
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大規模整備実証事業の進捗状況について（３月３日時点） 
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年月日 内容 実施計画 

H26.3.7 山側凍結管埋設物 

貫通施工 

変更申請 

H26.6.20 同上 補正申請 

H26.7.7 同上 補正申請 

H26.8.5 同上 補正申請 

H26.9.5 同上 補正申請 

H26.9.12 同上 補正申請 

H26.9.17 同上 認可 

H26.10.10 海側一般部貫通施工
※１ 

変更申請 

H26.11.18 同上 補正申請 

H27.1.13 同上 補正申請 

H27.1.19 同上 補正申請 

H27.1.23 陸側遮水壁造成後の 

水位管理 

変更申請 

            ※１ 海水配管トレンチ部を除き，山側追加部を含む 
※２ 第22回特定原子力施設監視・評価検討会で原子力規制委員会から「着工そのものを妨げる 

   要素があるというふうには今は考えていない」の発言を受けて、原子力規制庁に対し、着工確認を行った。 

年月日 内容 会議体 

H26.3.31 陸側遮水壁の概要 
第19回特定原子力施
設監視・評価 検討
会 

H26.4.18 
陸側遮水壁造成後の 

水位管理の基本方針 

第20回特定原子力施
設監視・評価 検討
会 

H26.5.2 
東京電力への質問事項へ
の回答 

第21回特定原子力施
設監視・評価 検討
会 

H26.5.26 
凍土方式遮水壁造成によ
る地盤影響評価 

第22回特定原子力施
設監視・評価 検討
会  

H26.5.30 
埋設配管貫通部を除く凍
結管並びに凍結プラント
の設置工事着工の確認 

原子力規制庁面談※２ 

H26.6.6 埋設物貫通施工 
第23回特定原子力施
設監視・評価 検討
会 

H27.2.9 
陸側遮水壁閉合後の水位
管理 

第31回特定原子力施
設監視・評価 検討
会 

H27.3.4 
陸側遮水壁閉合後の水位
管理（資料配付のみ） 

第32回特定原子力施
設監視・評価 検討
会 

＜実施計画の申請・認可状況＞ ＜主な説明状況＞ 

実施計画の申請・認可及び説明状況 
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検討内容 

 建屋海側の深部に位置する１～３号機海水配管トレンチ

（海水配管トレンチ）部は、汚染拡散防止策（スタンドパイ

プ）に加え、削孔ビットがトンネル支保工（ロックボルト等）

やトレンチ内部の配管架台（Ｈ鋼等）と干渉するため、削

孔に長時間を要する。 

 従って、最初に海水配管トレンチ下部以外の部分を同時に

凍結させて早期に建屋内流入量の低減を実施し、後から

海水配管トレンチ下部を凍結閉合させる段階的な施工方

法を検討した。 

陸側遮水壁（海側）トレンチ部の段階的施工について① 
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検討の対象は、陸側遮水壁（海側）のうち、深部に位置する 

１～３号機海水配管トレンチと交差する箇所とする。 

陸側遮水壁（海側）平面図：延長約500m 

陸側遮水壁（海側）展開図 

 

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

主排気ﾌｧﾝ建屋

C/B C/B

#1 R/B

#2 R/B
Rw/B

Rw/B

C/B

#3 R/B
Rw/B

C/B

#4 R/BRw/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

    陸側遮水壁（海側）ライン 

    陸側遮水壁（山側）ライン 

海側 

山側 

1号機海水配管トレンチ 2号機海水配管トレンチ 

3号機海水配管トレンチ 

4号機海水配管トレンチ 

● 海水配管トレンチ 

  海水配管トレンチ下部 

■ 海水配管トレンチ下部 

  の透水層 

【海水配管トレンチ下部の割合】 （面積比） 

 陸側遮水壁（海側）の 1.2 % （透水層面積比 0.4 %） 

陸側遮水壁（海側）トレンチ部の段階的施工について② 
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泥質部 

互層部 

中粒砂岩層 

粗粒砂岩層 

１号機 ２号機北 ２号機南 ３号機北 ３号機南 ４号機 

泥質部 

4号下 
は凍結 

  海水配管トレンチ下部 

  海水配管トレンチ下部の透水層 

  難透水層（泥質部） 

【海水配管トレンチ下部の割合】 （面積比） 

 陸側遮水壁（海側）の 1.2 % （透水層面積比 0.4 %） 

細粒砂岩層 

泥質部 

陸側遮水壁（海側）トレンチ部の段階的施工について③ 
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● 海水配管トレンチ内に設置された隔壁や配管、配管架台等 

 の支障物を避けて削孔する必要があり、高い削孔精度を求 

 められることから、他の箇所に比べ削孔に時間を要する。 

 

 

 

● 作業環境等現地の状況により、事前にチェックボーリング 

 等による支障物位置の特定が困難である。対象となる海水 

 配管トレンチは全てGL-18m程度の深部に位置するため、 

 仮に高い精度で削孔したとしても、支障物との接触を避け 

 るのは困難であり、同時施工案の場合、工程遅延の可能性 

 は高まる。 

海水配管トレンチ下部の凍結 
の有無で約6か月の差 

陸側遮水壁（海側）トレンチ部の段階的施工について④ 
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特  徴 

同時施工案 

（海水配管トレンチ下
部を含め海側全体を
同時に凍結させる案） 

●海水配管トレンチ貫通に時間を要するため、 

 海水配管トレンチ下部を凍結させない場合に 

 比べ、陸側遮水壁（海側）の遮水機能を発揮 

 するまでに時間がかかる。 

段階施工案 

（最初に海水配管トレ
ンチ下部以外の部分
を同時に凍結させ、後
から海水配管トレンチ
下部を凍結させる案） 

●同時施工案に比べ、遮水壁面積は98.8%で 

 あるが、遮水機能を発揮するまでの時間が短い。 

 

早期閉合を目的として、陸側遮水壁（海側）全体の 
98.8%を約6か月早く造成することができる 

段階施工案で検討を進める。 

陸側遮水壁（海側）トレンチ部の段階的施工について⑤ 
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建屋滞留水処理について 

 陸側遮水壁の構築により、地下水位が低下する。地下水位の低下に合わせて建屋滞留
水の水位も下げていくことになるが、地下水位と建屋水位に水位差を確保しつつ建屋床
面より地下水位を下げるためには、建屋滞留水の処理が不可欠。 

 

 建屋滞留水処理の目的は、 

 汚染水貯留リスク（アウトリークリスク）の低減 

 ⇒建屋滞留水の貯留量低減、滞留水に含まれる放射性物質の濃度低減 

 地下水流入抑制 ⇒地下水位と建屋水位を下げ、地下水流入箇所低減 
 

▽地下水位 

▽ ▽ 

建屋滞留水 

建屋滞留水処理イメージ 

R/B 

その他建屋 

▽地下水位 
▽ 

R/B 

その他建屋 
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 １～４号機の建屋レベル、建屋貫通部は下図の通り（詳細は添付資料参照）。 

 1号原子炉建屋がOP4000程度。その他建屋水位はOP2500程度。 

 陸側遮水壁内の地下水位は基本的に一定レベルで制御するため、建屋床面レベルの高
い建屋から滞留水処理を行う（１号T/B ⇒ 1号Rw/B ⇒ ２～４号T/B、Rw/B）。 

建屋レベルと現状水位について 
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 建屋滞留水処理に向けての課題は以下の通り。 

① 滞留水移送設備による滞留水移送後の残水への対応 

② 滞留水表面に存在する油を水処理設備に移送することによる水処理設備の性
能低下 

③ 水位低下に伴う建物や機器の露出に伴うダスト上昇 

 建屋滞留水処理後の課題は以下の通り。 

④ 雨水の流入抑制（屋根止水） 

⑤ 地下水流入抑制（建屋止水） 

屋根損傷部 

からの雨水流入 

◆建屋間ギャップからの流入 

◆トレンチ接続部からの流入 

▽地下水位 

▽ 

◆建屋地下外壁等からの流入 

◆原子炉への注水 

▽ 

③ダスト上昇 

建屋滞留水 

◆建屋間ギャップからの流出 

②油 

①残水 

④流入抑制 

⑤流入抑制 

建屋滞留水処理における課題 

R/B 

その他建屋 

建屋滞留水処理時の課題 
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• 陸側遮水壁造成等～建屋水位低下、建屋滞留水処理時の各水位の低下イメージは下図の通り。 

設備の稼働状況 

建屋水位 

地下水位 

（ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝ水位） 
（ただし，サブドレン
稼働による地下水位へ
の影響は除く） 

建屋滞留水処理 

現状 

地下水バイパス 

サブドレン※1 ・地下水ドレン 

▽山側閉合 ▽海側閉合 
陸側遮水壁 

部分先行凍結 

標高 

経過時間 

海側遮水壁※2 

注水設備 
（必要に応じて稼働） 

  建屋山側地下水位 
  建屋海側地下水位 
  建屋水位 

（必要に応じて稼働） 

ステップa) ステップb) ステップc) 

1号T/B建屋床レベル（OP.1900） 

滞留水移送設備［各建屋→水処理設備］ 

①残水移送設備 

②油回収・処理 

④⑤雨水、地下水流入抑制（適宜実施） 

③ダスト対策（必要に応じ実施） 

：設備設置検討・準備 ：設備稼働 ：設備稼働（必要に応じ） ：適宜対策検討実施 

ステップd 
建屋毎にステップc)～d 

を繰り返し実施 

地下水等流入状況等に
応じて水位低下 

1号Rw/B建屋床レベル（OP.1400） 

2~4号T/B、Rw/B建屋床レベル（OP.-300） 

建屋滞留水処理への対応（ステップイメージ） 
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【現状】 
 建屋水位：OP.  2500～4000（1号R/B） 

 地下水位：OP.  3500～7000 

 建屋水位は当初よりも1～2m低下。 
至近でも数十cmの変動があるが、 
ダスト上昇等有意な影響は無い。 

屋根損傷部 

からの雨水流入 

◆建屋間ギャップからの流入 

◆トレンチ接続部からの流入 
▽ 

◆建屋地下外壁等からの流入 

◆原子炉への注水 

▽ 

建屋滞留水 

◆配管貫通部からの流出 

屋根損傷部 

からの雨水流入 

◆建屋間ギャップからの流入 

◆トレンチ接続部からの流入 
▽地下水位 ▽ 

◆建屋地下外壁等からの流入 

◆原子炉への注水 

▽ 

建屋滞留水 

◆配管貫通部からの流出 
流入抑制 

【ステップa～b】地下水流入
抑制 

    （陸側遮水壁（山/海）閉合） 

 建屋水位：OP.  2500 

 地下水位：建屋水位＋300mm以上※ 

 各建屋に移送ポンプ設置 

 ケーブルダクト(トレンチ)等からの
流入抑制 

 地下水/建屋滞留水の水位差縮小に
よる流入抑制 

R/B 

その他建屋 

R/B 

その他建屋 

▽地下水位 

油 

※：各種水位計の計器誤差に、運用に伴う余裕を見込ん
だ運用値。設備の稼働状況等に応じて見直すもの。 

▽地下水位 

建屋滞留水処理（建屋水位低下）のステップ 
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【ステップc】建屋水位/地下水位一
定維持 

        （必要に応じ注水設備稼働）   

  建屋水位：OP.  2300～2500 

  地下水位：建屋水位＋300mm以上※ 

 ダスト状況確認（必要に応じ対策） 

 油処理設備設置・稼動 

 残水移送設備設置 

 雨水の流入抑制は適宜実施 

屋根損傷部 

からの雨水流入 

◆建屋間ギャップからの流入 

◆建屋地下外壁等からの流入 

◆原子炉への注水 

ダスト上昇？ 

建屋滞留水 

◆配管貫通部からの流出 

【ステップd】1号T/B床面露出 
       （残水移送設備稼働） 

 建屋水位：1号T/B床面（OP. 1900） 

 地下水位：建屋水位＋300mm以上※ 

 ダスト状況確認（必要に応じ対策） 

 １号油処理完了 

 １号T/B水位ゼロレベルの維持 

 地下水等の流入状況確認し、地下水を
１号T/B床面以下へ低下可否判断 

屋根損傷部 

からの雨水流入 

◆建屋間ギャップからの流入 

◆建屋地下外壁等からの流入 

◆原子炉への注水 

ダスト上昇？ 

◆配管貫通部からの流出 

１号
R/B １号T/B 

R/B 

その他建屋 

油処理終了 

油処理開始 

▽地下水位 

流入抑制 

※：各種水位計の計器誤差に、運用に伴う余裕を見込ん
だ運用値。設備の稼働状況等に応じて見直すもの。 

▽地下水位 

 以降、建屋毎に異なる床面レベルに合わせて地下水位を低下させ、ステップcと
ステップdについて、建屋毎に繰り返し行い、建屋滞留水の処理を進めていく。 

 

建屋滞留水処理（建屋水位低下）のステップ 
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